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甲

脆弱性股関節骨折（FHF）は患者の生命予後を悪化させる疾患であり、深刻化する高齢化社会では重要
な課題である。様々な研究により、FHF後の死亡率や二次骨折との関連因子が示されてきたが長期間の
研究は少なく、また最近では栄養状態と予後に関する様々な報告があり、栄養不良は術後の機能回復
や生存率に悪影響を及ぼすことが示されているが、長期予後との関連を示した報告はない。そこで、
real worldでのFHF後の死亡率や二次骨折発生率とそれぞれの予測因子について、またGeriatric
Nutritional Risk Index（GNRI)を栄養指標として栄養状態と生命予後の関連について検討した。
60歳以上の日本人FHF患者623例を対象とした。入院時の人口統計学的データおよび入院中の臨床情報
を収集した。退院後は半年ごとに最長7年間アンケート調査を行い患者の状態を把握した。GNRIは入院
時の血清アルブミン値、体重、理想体重を用いて算出され、4つのリスク群に分類した：major risk
（GNRI, <82）、moderate risk（82-91）、low risk（92-98）、no risk（>98）。死亡率はKaplan-
Meier曲線用いて、予後因子はCox比例ハザードモデルで評価した。平均観察期間は3.9年。入院時の平
均年齢は82歳。FHF後の5年生存率は62.1％、二次骨折の5年発生率は21.5％であった。全生存率の予後
因子は、高齢（HR 1.04）、男性（HR 1.96）、GNRI（HR 0.96）、併存疾患、BI（入院時：HR 1.00，
退院時：HR 0.99）などが挙げられた。BMIは二次性FHFの予後因子であった（HR 0.88）。GNRI群別で
は、FHF後の5年生存率はそれぞれ35.4％（major risk）、55.9％（moderate risk）、76.4％（low
risk）、75.0％（no risk）であった。majorとmoderateの患者は有意に全生存率が低かった
（p<0.001）。
FHF後の死亡率の危険因子としては、高齢、男性、GNRIの低下、併存疾患の存在、BIの低下、二次骨折
ではBMIの低下が明らかとなった。特に、GNRIスコアは、FHF後の長期予後を予測する新しい簡易な予
後因子であることがわかった。
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